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研究力向上 ダイバーシティ理解促進

　若手研究者・女性研究者の国際的な
研究活動を促進するため、「研究専念制
度」、「国際研究活動支援制度」、「英文
校閲経費支援制度」、「グローバルスキル
アップ研修」を実施しました。

　大学におけるダイバーシティへの理解を促進するため、本学教職員が主となって
企画・実施するダイバーシティ推進や意識啓発に効果的な取組に対して、実施経
費等の支援を行う「ダイバーシティ推進活動支援」、ロールモデルとなる研究者の
研究キャリアについて話を聞く「ロールモデル交流会」、無意識のバイアス排除の
必要性を周知するための管理職向け講演会「ダイバーシティ・マネジメント講演会」
を実施しました。
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R4年度 グローバル・ダイバーシティ研究者育成事業
　令和2-7年度 文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（先端型）」に、本学提案の「千葉大学グローバル・ダイバーシティ研究者育成
事業」が選定されました。令和4年度に実施した取り組みについてご紹介します。活動概要紹介
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研究専念制度

英文校閲経費支援制度

国際研究活動支援制度

グローバルスキルアップ研修

女性研究者の研究力向
上、グローバルな活躍の
促進、上位職昇任を目的
に、海外の研究機関等
において、一定期間研究
に専念できるよう代替教
員や渡航費用等を支援。

博 士 後 期 課 程 大 学 院
生、若手女性研究者の
国際的な研究活動の促
進を目的に、学術雑誌
への英語論文投稿に必
要な、校閲経費を支援。

女性研究者の国際的な
研究活動の促進と、上
位職に必要な管理運営
能 力の育成を目的に、
海外の研究機関等との
共同研究、国際集会で
の研究発表等の取組に
必要な経費を支援。

グローバル教育・研究
を担う教員の英会話基
礎 力 向 上 に 役 立つ 研
修、研究者のための英
語論文セミナーを実施。

研究力向上

● 長期研究専念制度 利用者　2名

● 短期研究専念制度 利用者　1名

● 国際研究集会での発表　8 件

● 海外の研究者との共同研究、研究指導　5 件

● 海外の研究者を招いた研究会等の開催　3 件

● 英会話基礎力向上プログラム（e-learning）
     （高等教育センターと共同実施）女性研究者： 29名

● 英語論文セミナー 基礎編  89名

● 英語論文セミナー 応用編  89名

利用件数

16件

利用者

207名

〈 実施された取組（内訳） 〉

利用件数

3件

利用件数

26件
● 大学院生 16 件

● 女性研究者 10 件

〈 内訳 〉

利用者の声

英文校閲後にも構成の再
修正や査読対応などで文
章を大きく変更することが
ある。本制度で、再 構成
が可能なプレミアムプラン
を利用することができ、校
閲に制限がなくなった。そ
のため、再度構成を練るこ
とができ、論文の完成度が
向上した。（大学院生）

本制度を利用することで、
専門性を熟 知した英 文校
正を提供する会社に依頼す
ることができた。校閲後は
より洗練された文章となり、
論文の質を高め、説得力の
ある原稿に仕上げることが
できた。（大学院生）

本制度で、ランクの高い
校閲を依頼することが可
能となり、投稿前に論文
の精度を向上させること
ができた。（女性研究者）

本制度を利用したことで、
国際雑誌への投稿機会が
増えた。その 結 果、今 回
の論文は査読に回り、審査
を受けることができた。制
度を利用することで、論文
執筆のモチベーションも上
がった。（女性研究者）

利用状況



ダイバーシティ推進活動支援

利用者 4 名

　当日は学内外から114名が参加。前半は、国際ゲ
イカップルとして､ スウェーデンで多文化・多言語子育
てを実践中の作家・YouTuberで「ふたりぱぱ」チャ
ンネルを運営するみっつん氏より、LGBTQ+の説明、
スウェーデンでの子育てや生活の様子等が紹介されま
した。後半は、参加者からの質問への応答を出発点
に、千葉大学大学院 国際学術研究院 野村和之氏の
司会で、みっつん氏、千葉大学 五十嵐洋己氏、本間
祥子氏による意見交換が行われました。

　世界的に有名な研究者である David Riano 先生
が UC Davis で教員をしていた頃、突然 ALS（筋萎
縮性側索硬化症）を発症。その後、一人息子を事故
で亡くし、妻とも別れ、人生のすべてを無くしてしまう。
体が徐 に々弱っていく中、ある生き方で自分を取り戻し、
人生の多様性を受け入れるようになる。病気発症後の
心情を美しいヨーロッパの風景と楽しい音楽で明るく描
き、 生き方
の多様性を
問い直す貴
重 な 映 画。
日本 語 キャ
プ ション 付
上映。

ダイバーシティ理解促進
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『 「多数派ではない人々」がより生きやすい
　 社会を目指すには ―日本×スウェーデンの
     国際ゲイカップルから学ぶダイバーシティ―』

『ALS（筋萎縮性側索硬化症）になった教員が示す
  「生き方の多様性」  ― 映画 7 lives 7 lakes ― 』

オンライン セミナー セミナー

オンデマンド

URL https://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/
diversity2020/info/diver-seminar_20221026_after.html

　当日会場には、本学学生、卒業生、教職員を中心
に 32 名が参加。これから就活・就職する在学生へ向
けて、第 1 部では、櫻井彩乃氏（＃男女共同参画っ
てなんですか代表）による講演、第 2 部では、卒業・
修了生による話題提供・トークが行われました。参加
者からは、「女性の立場からの話を聞けてとても興味深
かった」、「年の近
い方、年上の方
に講演していただ
き、自分自身の近
い将来や 10 年後
を想像してみる良
い機会となりまし
た」等のコメント
が寄せられました。

『ジェンダーギャップに対する現役学生と
  同窓生の認識ギャップを考える』

対面 オンライン

後日 学内限定オンデマンド配信

　マンチェスター大学（イギリス）Erica BAFFELLI
（エリカ・バッフェリ）教授 人文科学学部 人文科学
/ 言語 / 文化学科研究部長（所属研究者 約300 名）
を講師に迎え、マンチェスター大学の EDI（Equality 
Diversity and Inclusion）の取 組を中心に、大 学
のダイバーシティ環境作りについてご講演いただきま
した。講演の後は、参加者との質疑応答が行われ、
活発な意見が交換されました。

『大学とダイバーシティ環境作り
  ― マンチェスター大学の事例 ― 』

対面

後日 学内限定オンデマンド配信
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シンポジウム 映画上映会

実施の様子

講演要旨を WEB サイトで公開中。
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発行：千葉大学 運営基盤機構 ダイバーシティ推進部門
〒 263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33 国際教育センター1F 　TEL&FAX：043-290-2020（内線：4043）　
E-mail：diversity-office@chiba-u.jp　  URL：https://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp

I N F O R M A T I O N

令和2-7年度   ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）千葉大学グローバル・ダイバーシティ研究者育成事業

准教授以下の女性研究者、博士後期課程大学院生が国際学会誌などに英語で
論文を投稿する際の校閲経費を支援します。（上限5万円）

締切　令和5 年 4月25日（火）17時

URL  https://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/diversity2020/research/english_reviewer/

令和5年度　英文校閲経費支援制度　利用者募集中

　講師は、環境リモートセンシング研究センター准教
授 本郷千春先生。セミナーでは、発展途上国におい
て実施した国際科学技術協力プロジェクトの活動や、
研究成果を社会の中でどのように活かしてきたか等、
先駆的なリモートセンシング技術で社会課題を解決に
導いてきたご経験についてご紹介いただきました。当
日は学内外から学生、研究者等、29名が参加。参加
者からは、「刺激的で勉強になる内容だった」、「思い
当たることが多く、ハッとすることが多くあった。千葉
大学にこのような方がおられることを知り、嬉しくなっ
た」、「いろいろな立場の方と信頼関係を築いて進めて
いらっしゃる場面を拝見して、私も頑張ろうという気持
ちになれた」等の感想が寄せられました。

ダイバーシティ理解促進

テーマ  「宇宙からアジアの農地を見つめる」

　九州大学副学長・先導物質化学研究所主幹教授
玉田薫先生（男女共同参画推進室副室長）を講師
に迎え、オンラインで開催しました。講演会では、
ダイバーシティ・スーパーグローバル教員育成研修

（SENTAN-Q）の具体的な内容に加え、無意識のバ
イアスの克服方法、事業実施による波及効果等につ
いてもご紹介いただきました。終了後に実施した参加
者アンケートでは、「SENTAN-Q を進める上で男女
共同参画に対する配慮（男女比、文理融合など）や、
研修生の力を引き出す方法等が参考になった」、「様々
な取り組みを分かりやすく、効果も交えてご説明があ
り、大変勉強になりました」、「男性教授、部局長等
の上位職にぜひ拝聴していただきたい内容であると思
いました」等のコメントが寄せられ、好評のうちに終
了しました。本講演会は、今後、学内限定で動画配
信を予定しています。

「九州大学におけるダイバーシティ推進
―ダイバーシティ・スーパーグローバル教員
育成研修（SENTAN-Q）―

ダイバーシティ・マネジメント講演会ロールモデル交流会 R5年
2.1

R5年
2.14ランチタイムミニセミナー

URL https://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/
diversity2020/appointment/role_model.html

本郷先生の研究活動については、
千葉大学ロールモデル集でも紹介しています。

実施の様子


